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令和５年度 民間資金等活用事業調査費補助事業

検討経緯等

事業化に向けて解決すべき課題及び検討すべき内容

＜事業概要＞
栃木県立美術館、図書館及び文書館について、「文化と知」の創造拠
点として一体的に再整備するに当たり、民間活力を導入する場合の事
業スキームを検討するとともに、その効果や課題等を整理し、民間活力
の導入可能性の評価を行う。

＜施設概要＞
• 名称：栃木県「文化と知」の創造拠点
• 概要：県立美術館、図書館及び文書館の複合施設
• 施設規模：敷地面積 33,630㎡

延床面積 30,000㎡～36,000㎡程度

・H27 各館のあり方、移転先検討開始
・R4.12 「文化と知」の創造拠点として、県立美術館、図書館

及び文書館を一体的に整備する県の考え方を表明
・R5.8 整備構想策定検討委員会発足、第１回委員会開催
・R5.10 第２回委員会開催、一体的整備及び整備地につい

て了承（以後、R6.9までに全6回開催し、基本理念
やコンセプト、機能と役割、施設整備計画、管理運営
計画等を議論）

・R6.3 PFI等導入可能性調査を実施（～R7.2）
・R6.4 整備構想に係る中間案を公表
・R6.11~12 整備構想に係るパブリック・コメント実施
・R7.1 整備構想を策定、公表

解決すべき課題
 施設の老朽化・収容能力不足、バリアフリー等の利便性向上
 デジタル化の推進
 入館者数の低迷、県職員の人的資源不足

検討すべき内容
(1) 整備運営手法の整理
(2) 法令及び支援制度の整理
(3) 事業スキームの検討
(4) 市場調査の実施
(5) ＶＦＭの算定
(6) 課題等の整理
(7) 民間活力導入に係る評価



調査の流れ／調査内容 事業化検討

令和５年度 民間資金等活用事業調査費補助事業

前提条件
の整理

事業スキーム
の検討

市場調査

定性・
定量評価

総合評価・
課題等の整理

• 検討施設・機能等の整理
• 関連法令等の整理
• 事業手法の基礎整理

• 官民連携の業務範囲、
業務・リスク分担等を検討

• 市場調査（民間事業者
意見の確認）を複数回
実施

• 市場調査を踏まえてス
キームを絞り込み

• 市場調査を踏まえて絞り
込んだスキームについて、
定性評価・定量評価を実
施

• 定性・定量両側面を踏ま
え総合評価を実施

• 今後の課題等を整理

（サウンディング結果）
・PFI(BTO)を希望する企業が最も多く、複数のグループの参画が見込まれる。
・学芸業務や司書業務等のコア業務は県が担った方が参画可能性が広がる。
・本事業は収益面の創意工夫の余地が少ないことから、コンセッションでの参画は難しい。
（定量評価・定性評価を踏まえた総合評価）
定量評価においては、従来型に比べてVFM（約７％）が期待でき、定性評価におい

ては財政負担の平準化や、民間ノウハウの活用等によるサービス水準の向上が期待でき、
かつ県立施設として求められる専門性や将来的な継続性が担保可能になることなどから、
PFI(BTO)が総合的に優位な事業スキームと評価できる。

今後の進め方 想定される課題
・R7～8 実施方針の策定、要求水準書の作成、
特定事業の選定
・R8～9 事業者選定手続
・R9～ 設計・施設整備

・民間との適切な役割分担の詳細整理
・３施設の具体的な連携内容及び運用方法
・高騰する施設整備費等を見据えた適切な予定価格の設定

・設計段階からの3館一括発注により、集客性を加味した施設・サービスの企画・検討、
中長期での発展的取組が期待できる。
・県内外からの集客性向上により、周辺地域経済への波及効果、本事業に関わる雇
用機会の創出などが期待できる。

（多様な効果の検討評価）
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